
 

 

 

 

作品等 

第九回諸橋轍次博士記念漢詩大会において最優秀賞受賞！ 

 11月 12日（日）、新潟県三条市の諸橋轍次記念館におきまして第九回

諸橋轍次博士記念漢詩大会の表彰式が行われました。本大会におきまし

て、３年Ｂ組篠原健が最優秀賞・諸橋轍次賞、１年Ｂ組影山侑汰、１年Ｃ組

安田風がそれぞれ秀作賞、１年Ａ組桑原菜緒は入選となりました。受賞作

品はそれぞれ以下の通りです。 

 

【最優秀賞・諸橋轍次賞】 

●拝秀峰（秀峰に拝す） 

 

３年Ｂ組 篠原 健 

磴道悠長坐石床 

鐘声清韻対斜陽 

雲流瞑目如仙界 

白彗杳然詩一章 

 

磴道(とうどう) 悠長にして石床(せきしよう)に坐す 

鐘声 清韻(せいいん)にして斜陽に対す 

雲流(うんりゆう) 瞑目(めいもく)すれば 仙界のごとし 

白彗(はくすい) 杳然(ようぜん)として詩一章 

 

 

漢詩大会において最優秀賞受賞！ 

 11月 12日（日）、新潟県三条市の諸橋轍次記念館におきまして第九回諸橋轍次博士記念漢詩大会の表彰

式が行われ、最優秀賞・諸橋轍次賞を授賞することがかないました。諸橋博士生誕の地である新潟県三条市の

諸橋轍次記念館で開催された表彰式に参加しました。 

 １年生の頃から漢詩の平仄を覚え、名詩に親しんでおりましたが、いざ創作するとなると難しいところも多々あ

りました。 

 三条市長、新潟県副知事、国会議員の方々の臨席のもとで催された表彰式は本当に素晴らしいものでした。

授賞式に続いて今回投稿された創作漢詩の講評があり、審査員である大学教授の石暁軍先生から講評を賜
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り、私の詩「拝秀峰(秀峰に拝す)」についても触れてくださいました。その中で、先生は私の詩を取りあげて、

「『廬山の秀峰』を思い起こさせる詩である」と仰り、漢詩の技法についても「転句の『雲流瞑目すれば仙界の如

し』は佳句」とお褒めの言葉まで頂きました。その後、会場屋外の小川に移動し、受賞者による流觴曲水の宴が

設けられました。流觴曲水の宴とは、水流を用いて、上流から流れてきた觴(杯)が下流にいる詩吟者の前を通

り過ぎないうちに詩歌を詠む風雅な遊びです。私も席を頂き、会場に用意された中国衣装風のガウンコートをま

とって参加しました。杯でオレンジジュースを飲みながら１年生の影山君とともに柏梁体という一行詩を朗詠でき

たのは良き思い出となりました。表彰式はもちろんのこと、この宴に参加した体験は私にとって大きな感動を与

えるものとなりました。 

 現地の会場は紅葉山々に囲われ、小川には中国衣装をまとった詩人たちが並び、晩秋の冷たい風が吹いた

情景は、「風流」の一語に尽きました。風流な場は人を感傷的にさせます。この高校生活三年間をゆっくりと想起

しました。日常の雑事、勉強、学友、漢詩俳句同好会のこと。「拝秀峰(秀峰に拝す)」の大意は「秀でた山に登っ

ていると、山の幽玄なる自然が私に詩を授ける」です。会場に向かうまでの壮麗な山々、実施された流觴曲水の

宴は、まさに今回詠んだ詩の風景のようであると感じられました。（平成 29年学校通信「藤棚」２学期終業式号

より） 

３年Ｂ組 篠原 健（入間市立黒須中学校出身） 

 

【秀作賞】 

●別意 

 

１年Ｂ組 影山 侑汰 

紅容麗質満愁眉 

素面青衿多所思 

月望照臨幽界境 

閑雲漂白断腸詞 

 

紅容(こうよう) 麗質(れいしつ) 愁眉(しゅうび)に満つ 

素面(そめん) 青(せい)衿(きん) 思う所多し 

月望(げつぼう) 照臨(しようりん)す 幽界の境 

閑雲(かんうん) 漂白として断腸の詞 

 

 

 

 



【秀作賞】 

●梅霖晩（梅霖の晩(くれ)） 

 

１年Ｃ組 安田 風 

梁塵燕子一簾風 

荷葉群蛙細雨中 

破屋猶昏書帙湿 

窓前閑坐紫陽紅 

 

梁塵(りょうじん)の燕子(えんし) 一簾(いちれん)の風 

荷葉(かよう)の群蛙(ぐんあ) 細雨の中(うち) 

破屋(はおく) 猶(な)お昏(くら)く書帙(しょちつ)湿(しめ)り 

窓前 閑坐して紫(しよう)紅(あか)し 

 

 

【入選】 

●雪中即事 

 

１年Ａ組 桑原 菜緒 

蔌蔌銀花舞晩風 

蕭蕭孤月過天空 

行人無影幽光幻 

灯燭煌煌照福童 

 

蔌蔌(そくそく)たる銀花 晩風(ばんぷう)に舞う 

蕭蕭(しょうしょう)たる孤月 天空を過ぐ 

行人(こうじん) 影(かげ)無く 幽光(ゆうこうこう)の幻 

灯燭(とうしよく)煌煌(こうこう)として福童(ふくどう)を照らす 

 

 



【招待作家】 

●偶成 

 

２年Ａ組 坂本 信仁 

瀲灩魚鱗海面平 

白沙長浦聴濤声 

愁人独坐無尋客 

晩夏追風有一声 

 

瀲灩(れんえん)たる魚鱗(ぎょりん) 海面平らかなり 

白沙長浦(はくさちようほ) 濤声(とうせい)を聴く 

愁人(しゅうじん)独り坐し 客の尋ぬる無く 

晩夏 追風 一声有り 

 


